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●特別栽培申請のための生産計画の事前
確認については、早めにご相談ください。

●エコファーマー認定者で、目標年度が令
和３年度となっている方に更新のご案内
をお送りしています。継続して認定を希
望される方は、３月末までに手続きを行
ってください。
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開 催 案 内開 催 案 内

　夫と共に株式会社ジェイファームを
立ち上げ、農場レストラン「穂波街道 緑
のイスキア」を経営し、農村資源を生か
した新しいビジネスを展開、女性農業
経営者のパイオニアとして活躍され、
本県の農業後継者の育成やグリーン・
ツーリズムの発展等に尽力されました。

　平成15年に「産直館」としてスタ
ートし、平成30年には「もんとあ～
る」に改名。年々売上額を伸ばし、会
員数ともに庄内地域トップの直売所
に成長しました。「私も買いたい、私
の商品」をスローガンに掲げ、多様な
担い手が活躍しています。

　つや姫のさらなる評価向上を目的
に、各地域のつや姫生産で指導的立
場に立つ山形つや姫マイスターの
会が初めてコンクールを開催しまし
た。県内の地区予選で選りすぐられ
た８点の中から管内のマイスターが
最高賞と、第３位に輝きました。

大高根農場記念
山形県農業賞

山形県ベストアグリ賞 「つや姫」おいしさの神コンクール

普及推進主幹　佐　藤　和　則

　新年明けましておめでとうございます。
　今年の干支は「壬寅（みずのえとら）」になり
ます。その意味は「陽気を孕み、春の胎動を助
く」。“冬が厳しいほど春の芽吹きは生命力に溢
れ、華々しく生まれる年になる”とのことだそう
です。
　昨年を振り返ると、年明けの大雪により多くの
ハウスが被害を受け、春先には凍霜害・降雹害に
見舞われ、果樹を中心に収穫量が大きく落ち込み
ました。また、新型コロナウィルス感染症の拡大
は人々の生活様式を変え、消費の落ち込み等によ
り米価の低下等にも繋がりました。

新たな年を迎えて

～衛星リモートセンシングを活用した「つや姫」生育診断の取組み～

スマートつや姫穂肥診断実演会　
（ 7月7日、 鶴岡市播磨にて）

　先程の言葉を借りれば、まさに“厳しい冬”だっ
たように思えます。この冬があったからこそ、今
年は“生命力に溢れた春の芽吹き”が訪れることを
祈っています。しかし、祈るだけでは芽は吹きま
せん。皆さん、今年は新しいことにトライしてみ
ませんか。
　農業技術普及課では、今年度から衛星画像を活
用した「つや姫」の生育診断、ハウスきゅうりの
環境モニタリング、トヨタ「カイゼン」方式を活
用した干し柿生産等、収量・品質、生産性の向上、
技術継承に向けた新たな技術の実証等に取り組ん
でいます。
 “華々しく生まれる年になる”よう、皆さんと一
緒に頑張っていきたいと考えています。御相談の
ある方は、お気軽に当課へ御連絡下さい。

日時：令和４年1月27日（木）午後１時30分～
場所：いろり火の里なの花ホール（三川町横山）
内容：講演「庄内産メロンへの提言（仮）」
お問合せ：当課担当  千葉、梅津☎0235-64-2103

庄内砂丘メロン
生産者研修大会2022

ストップ！農作業事故 農薬は適正に
使用しましょう！
☆農薬のラベルは必ず
よく読み、定められた
使用方法で！

☆生産履歴の記帳、農薬
飛散の防止、防除機具
の洗浄を徹底！

施設の点検や除雪作業は、施設の倒
壊等の恐れがないか、作業する足下に
危険はないか、落雪
の恐れはないか等、
安全確認を十分に！
万一の事故に備え
て作業は複数名で！

庄司　祐子さん（鶴岡市羽黒町）
JA鶴岡ファーマーズマーケット
もんとあ～る生産者の会

（鶴岡市 会長 五十嵐廣　会員数149人）

スマート農業技術を活用した産地の強化スマート農業技術を活用した産地の強化

水稲とネギを生産して
います。平成15年から
法人経営を行っていま
す。地域農業の発展の
ため頑張ります。

水稲と花き（ストック）を
生産しています。高品質
な花を消費者に届けるた
め、丹精込めて育ててい
ます。

五十嵐 一雄 さん
（鶴岡市高坂）

大沼 広和 さん
（庄内町大野）

運営委員会のメンバー白山店にて

ブロンズマイスター（第3位）
齋藤 学さん
(三川町落合)

ゴールドマイスター（最高賞）
鈴木 仁さん
(鶴岡市丸岡)

生育診断の画像
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　高品質・良食味米生産に重要な生育診断を、
全ての「つや姫」作付圃場で精密かつ省力的に
実施するため、庄内地域全域で『衛星リモート
センシングを活用した生育診断技術』の実証を
開始しました。講習会では、生育診断マップの
見方や活用方法などについて学びました。

　昨年から「第2期庄内砂丘メロン産地強化プ
ロジェクト」が始まりました。庄内地域は、7
～8月のメロン出荷量が日本一で、昨年は近年
にない販売実績を上げています。この「夏メロ
ン日本一」の産地の強化を目指して、栽培技術
の改善（1株5果どりによる多収栽培等）やレシ
ピ集の作成等各種PR活動に取り組んでいます。

　和牛子牛の安定的な生産を続けるためには、
母牛のコンディションを保つことが最も重要
です。そこで、太り過ぎたり、痩せすぎたり
しないように、分娩前後や授精適期前後の繁
殖ステージに応じた飼料給与など、適切な飼
養管理について関係機関と連携して指導を行
っています。

　近年、庄内地域では新規就農者が増加してい
ます。
　昨年は、課題を抱える新規就農者に対して定
期的に巡回を行うなど、重点的な個別指導を実
施しました。また、新規就農者や就農予定者を
対象として簿記記帳や経営管理、青色申告の基
礎に関する講習会を開催しました。

　農産物を使った商品開発をめざして、県農業
総合研究センター食品加工開発部の新たな加工
技術を研修しました。米粉餡の製造とその特徴
を学び菓子等への活用方法を検討しています。
加工食品の試作や、適正な食品表示、制度化さ
れたHACCPによる衛生管理についてもアドバ
イスいたしますので、御相談下さい。

　水稲育苗ハウスを活用したぶどう「シャイン
マスカット」の高品質安定栽培技術の実証に取
り組んでいます。新潟県で開発したアーチ仕立
ては、主幹がハウスを横断しているため、房に
ぶつかり、軽トラックが入れませんが、研究中
の縦 I 型仕立ては、ハウス両側に着房させるた
め通年軽トラックの搬入が可能な仕立て方です。
是非、見学にいらしてください。

スマートつや姫広域実証研究会第1回講習会
（5月26日　水田農業研究所）

母牛の栄養度（発育状態)調査（11月9日　鶴岡市小国） 新規就農者への巡回指導（5月19日　鶴岡市羽黒町) 農産加工スキルアップセミナー（7月20日　酒田農業技術普及課） 「シャインマスカット」の縦 I 型栽培の様子（9月6日　産地研究室圃場）

多収栽培現地検討会（7月7日　鶴岡市下川）
　管内では４年前から、数名が低樹高栽培（V
字仕立て）に取り組んでいます。栽培検討会で
は、生産者、JA、産地研究室が一緒に現地を
巡回し、夏季管理や剪定など技術面で難しい点
を確認し、意見交換を行いました。
　当課では、今後も現地に適した栽培方法の確
立に向けて支援していきます。

　ストックの栽培面積の維持と出荷率向上によ
る生産量の増加を目的に、オールダブル品種の
導入を推進しています。この度、鶴岡市等の実
証圃と産地研究室において現地検討会を開催し
ました。地域の生産者と、関係機関の担当者約
40名が参加し、収穫期を迎えた有望品種を確
認するとともに特性について学びました。

さくらんぼ「Ｖ字仕立て」の栽培検討会（8月26日　鶴岡市熊出） オールダブル品種現地検討会（11月1日　鶴岡市他）

スマート農業技術を活用した
「つや姫」の品質・食味の向上

和牛繁殖経営の安定化支援 新規就農者の定着を支援

夏メロン日本一産地の
強化に向けて

さくらんぼの
低樹高栽培の導入支援

加工食品の開発や
既存商品の改善を支援

農業技術普及課では、水田営農の確立、園芸作物の生産性向上、耕畜連携、6次産業化等の取組みを支援しております。令和3年度の主な活動を紹介します。

の研究紹介の研究紹介
産地研究室産地研究室

ストックの生産量増加に向けて


